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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　概要

　生命保険業界では変額年金保険が近年における一つの大きな話題として注目されている。変

額年金保険では保険契約者は何らかの最低保証を受けられることが…般的であるが、生命保険

金杜にとってはそのリスク管理が問題となる。本稿では変額年金保険に関する局面転換対数正

規（RSLN）モデルと呼ばれている、一種の隠れマルコフ（Hidden　Markov）モデルを利用した

リスク管理法の理論と実際的問題を議論する。特にこの間に日本が経験した米国・カナダなど

とかなり異なる様相のマクロ経済の動1角に依存して、既存のリスク管理法を応用するときに生

じうる問題点を指摘し、改善可能性を議論する。
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